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信⼤コンピテンシー　------------------------------------------------------------------------------------

1．教育・研究の理念と⽬標、ディプロマ・ポリシー並びにカリキュラム・ポリシー
信州⼤学・総合理⼯学研究科の理念と⽬標　-----------------------------------------------------------
信州⼤学・総合理⼯学研究科の「学位授与の⽅針」「教育課程編成・実施の⽅針」　------------------------
理学専攻の「教育・研究の理念と⽬標」「学位授与の⽅針」「教育課程編成・実施の⽅針」　------------------
⽣命医⼯学専攻の「教育・研究の理念と⽬標」「学位授与の⽅針」「教育課程編成・実施の⽅針」　-----------

2.　履修要項 -------------------------------------------------------------------------------
(１) カリキュラムについて (６) 教員免許状取得のための履修について
(２) 修了要件について (７) 秋季修了（9⽉修了）について
(３) 履修登録の流れ (８）研究計画の作成・記録について
(４) 単位取得について (９）修⼠論⽂等の提出時期等
(５) 成績異議申⽴について (10）その他

3.  専攻別の授業科⽬⼀覧及び履修プロセス概念図
理学専攻数学分野  　-----------------------------------------------------------------------------
理学専攻理科学分野
     物理学ユニット　  -------------------------------------------------------------------------------
　　 化学ユニット　  ---------------------------------------------------------------------------------
　　 地球学ユニット   　------------------------------------------------------------------------------
　　 ⽣物学ユニット　  -------------------------------------------------------------------------------
　　 物質循環学ユニット　  --------------------------------------------------------------------------

⽣命医⼯学専攻（⽣体医⼯学分野） -------------------------------------------------------------

4.　⼭岳科学教育プログラム　-----------------------------------------------------------------

5．学⽣⽣活 　------------------------------------------------------------------------------
(１) お知らせについて (５) 各種証明書等の申込み 
(２) 学⽣の懲戒 (６) 学⽣相談について 
(３）休学・復学・退学 (７) 諸⼿続き・注意事項など 
(４) 学⽣教育研究災害傷害保険 (８) 学⽣関係委員会・事務部⾨

6.  研究計画の作成・記録について（研究指導計画・報告書）

研究指導計画書・報告書（別紙様式，記⼊例）-------------------------------------------------------

信州⼤学⼤学院総合理⼯学研究科修⼠論⽂評価基準　------------------------------------------------

8.  規則集、その他
8-1  総合理⼯学研究科　関係規則・規程集　----------------------------------------------------------

8-4  ⻑期履修学⽣制度の取扱要項（総合理⼯学研究科）--------------------------------------------
8-5  他の⼤学院等における研究指導に関する取扱要項　------------------------------------------------
8-6  交流協定に基づく留学に伴う教育課程の計画的特例履修に係る申合せ　-----------------------------
ハラスメント（嫌がらせ）にあったら　----------------------------------------------------------------------
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◆　理科

先端科学特別講義Ｂ 構造無機化学演習Ⅱ
磁性物質論 計測分離化学演習Ⅰ
固体物性物理学 計測分離化学演習Ⅱ
磁気共鳴論 古環境復元論
統計物理学 古環境変動論
光物理学Ⅰ 変形構造解析論
光物理学Ⅱ 地層科学演習Ⅰ
光物性物理学演習Ⅰ 地層科学演習Ⅱ
光物性物理学演習Ⅱ 変成岩解析論
物性物理学演習Ⅰ 鉱物学特論
物性物理学演習Ⅱ 津波堆積学
磁性物理学演習Ⅰ 岩⽯磁気学
磁性物理学演習Ⅱ 地球物質科学演習Ⅰ
宇宙線物理学 地球物質科学演習Ⅱ
⾼エネルギー実験 発⽣学
物理と対称性 遺伝⼦情報学
場の理論 情報⽣理学
宇宙放射線計測学 ⽣体⽣物学演習Ⅰ
観測天⽂学演習Ⅰ ⽣体⽣物学演習Ⅱ
観測天⽂学演習Ⅱ 植物進化学
宇宙線物理学演習Ⅰ 先端バイオテクノロジーゼミ
宇宙線物理学演習Ⅱ 系統発⽣学
⾼エネルギー物理学演習Ⅰ 進化⼈類学
⾼エネルギー物理学演習Ⅱ 植物病理学
素粒⼦物理学演習Ⅰ 進化⽣物学演習Ⅰ
素粒⼦物理学演習Ⅱ 進化⽣物学演習Ⅱ
計測化学特論 環境計測学
電気化学 堆積学特論
量⼦化学 ⼤気陸⾯相互作⽤論
化学計測学 根圏⽣態学
分光化学 地球システム解析演習Ⅰ
反応有機化学演習Ⅰ 地球システム解析演習Ⅱ
反応有機化学演習Ⅱ 地域環境学
物性物理化学演習Ⅰ ⽔⽣⽣物⽣態学
物性物理化学演習Ⅱ 化学⽣態学
分⼦反応化学 集⽔域システム論
界⾯物性科学 ⽣態システム解析演習Ⅰ
分⼦合成化学 ⽣態システム解析演習Ⅱ
複素環化学 ⿃類⽣態学
超分⼦化学 深部地下圏微⽣物論
有機物理化学
構造無機化学演習Ⅰ

※「開講」欄について
　共通︓専攻共通科⽬
  物︓物理学ユニット　　　化︓化学ユニット　　　地︓地球学ユニット
　⽣︓⽣物学ユニット　　　循︓物質循環学ユニット

⽣
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2
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2
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⽣
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2

2

2
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循
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⽣
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4
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上選択必修
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化
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③　教員免許状の申請⼿続について
　　　　　教員として採⽤される場合、前年度末までに教員免許状を取得しておく必要があります。
　　　　　教育職員免許状は、教育職員免許法にしたがい、都道府県の教育委員会（免許状授与権者という）に申請
　　　　することにより授与されます。いずれの教育委員会から交付される免許状も、全国共通の効⼒を有します。

　　　　　免許状の申請には⼀括申請と個⼈申請があります。⼀括申請は、⼤学が免許状取得⾒込者の申請書類をと
　　　　りまとめて、⻑野県教育委員会へ申請を⾏うことで、卒業式の当⽇に免許状が授与されます。信州⼤学で所要の
　　　　単位を修得した学⽣は原則、⼀括申請を⾏うこととなっていますので、忘れずに申請書類を提出するようにしてくだ
　　　　さい。なお、⼀括申請しないと、修了時に免許状が交付されないため、教員採⽤内定者は４⽉に教員に就任する
　　　　ことができなくなるので、特に注意してください。

④　科⽬等履修⽣について
　　　　　学部在籍中の修得漏れ等により、⼤学院在籍中に教免の所要資格を得るために学部授業の履修を希望する
　　　　場合は、科⽬等履修⽣として受講することができます。
　　　　　ただし、教免法改正等があった場合、当該科⽬が開講されない場合もあります。
　　　　　また、同⼀免許種・教科の課程認定を受けている他⼤学において修得できる場合もあります。

 ⑤　専修免許状取得（予定）者対象　⽇本学⽣⽀援機構第⼀種奨学⾦の返還免除について
　　　　　⼤学院修⼠課程在籍中に以下の条件を満たすと、⼤学院在籍時に貸与を受けた「⽇本学⽣⽀援機構第⼀種
　　　　奨学⾦」の返還が免除されます。⼿続き等、返還免除に関する詳細は、学務グループへお問い合わせください。
　　　＜返還免除の条件＞

・修⼠課程で専修免許状を取得すること
・「教育臨床特別演習」（集中不定）を履修すること
・⼤学院修了の翌年度（4⽉1⽇時点）に、学校教育法第１条に規定する学校種（国公私⽴の幼稚園、⼩
　学校、中学校、義務教育学校、⾼等学校、中等教育学校、特別⽀援学校、⼤学（短期⼤学および⼤学院
　を含む）、⾼等専⾨学校等）に正規の教員として在職すること

(７) 秋季修了（9⽉修了）について

　　　　　10⽉⼊学者及び留年者を対象とした秋季修了（9⽉修了）の制度があります。秋季修了（9⽉修了）を
　　　希望する場合には、事前に申請が必要となります。６⽉頃に申請⽅法・申請期⽇等を案内します。

(８) 研究計画の作成・記録について （「6　研究指導計画等に関する取扱要項」参照）

　　　　　本学では、学位論⽂の作成等に対する指導（研究指導）の計画を策定した上で⾏うこととしています。
　　　指導教員に助⾔を受けた上で研究計画を⽴て計画的に研究を進め、また、研究計画・研究報告を随時⾏い、
　　　研究進捗について記録してください。記録についての詳細は、指導教員の指⽰に従ってください。

(９) 修⼠論⽂等の提出時期等 （「７ 修⼠論⽂関係様式等」参照）

　　　　　修⼠論⽂等の提出にあたっては、提⽰された期⽇までにキャンパス情報システムから論⽂題⽬登録を⾏って
　　　 ください。その後、指定された期⽇までに修⼠論⽂をeALPSに提出してください。早めに指導教員に確認して
　　　準備してください。

(10) その他

　　　　　出席・⽋席・出席停⽌については、「履修登録の⼿引き」を参照してください。
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  ３．専攻別の授業科目一覧及び履修プロセス概念図　　　　　　　　　＜理学専攻＞                                      
                                      



1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

特別研究
４単位（必修）

研究課題の決定

研究手法の習得

論文執筆

数学・自然情報学の専門知識を習得し、
数学的思考能力・表現力・応用力に基づく総合的な判断・対処ができる

高度専門職業人としての能力や見識をもった人材

修士（理学） 学位授与

最終試験の合格

計３０単位以上を修得

1年次

2年次

数学的思考能力
表現力・応用力

総合的な判断・対処
情報収集・分析能力

高度専門職業人

としての

能力と見識

学位論文作成

論文審査

授業科目・研究指導

論文審査

論文発表会
・公開 ＝ 透明な審査体制

学位論文提出
論文要旨の提出

審査委員の決定
・複数の審査員
・専門家による審査
＝質の保証

論文作成

論文題目の決定

研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

選択科目
各１～２単位

（１４単位以上選択）

群論と対称性
多元環論

代数的トポロジー
微分トポロジー

偏微分方程式論

数理現象学
確率解析学

先端代数学Ⅰ
先端幾何学Ⅰ
先端解析学Ⅰ

先端数理科学Ⅰ

先端代数学Ⅱ
先端幾何学Ⅱ
先端解析学Ⅱ

先端数理科学Ⅱ

代数学特論
幾何学特論
解析学特論
数理科学特論

実務体験実習
学外特別講義

グローバルな情報発信能力
理学の研究解明と普及
科学の発展への貢献

理学専攻 数学分野 の履修プロセス概念図

演習Ⅰ４単位

代数学演習Ⅰ
幾何学演習Ⅰ
解析学演習Ⅰ
数理科学演習Ⅰ

演習Ⅱ４単位

代数学演習Ⅱ
幾何学演習Ⅱ
解析学演習Ⅱ
数理科学演習Ⅱ

数学・自然情報学の高度な
専門知識 数学の文化的基盤

情報収集・分析能力

数学的思考能力
発表力・情報収集力

数学的思考能力
発表力・応用力

情報収集・分析能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

指導教員の決定
２年間にわたる個人指導・個々に適した計画的指導

各講義・演習から１つずつ選択
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研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

物理学の専門知識及びその応用能力を有し、
分野を越えた問題にも対処できる解決能力ならびに
世界の科学的発展に寄与できる力を修得した人材

修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ４単位（必修）
（下記より１つ選択）

光物性物理学演習Ⅱ
物性物理学演習Ⅱ
磁性物理学演習Ⅱ
観測天文学演習Ⅱ
宇宙線物理学演習Ⅱ

高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学演習Ⅱ
素粒子物理学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ４単位（必修）
（下記より１つ選択）

光物性物理学演習Ⅰ
物性物理学演習Ⅰ
磁性物理学演習Ⅰ
観測天文学演習Ⅰ
宇宙線物理学演習Ⅰ

高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学演習Ⅰ
素粒子物理学演習Ⅰ

特別研究
６単位（必修）

選択科目
各１～２単位
（１２単位以上選択）

磁性物質論
固体物性物理学
磁気共鳴論
統計物理学
光物理学Ⅰ
光物理学Ⅱ
宇宙線物理学
高エネルギー実験
物理と対称性
場の理論
宇宙放射線統計学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 物理学ユニット の履修プロセス概念図

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

プレゼンテー
ション能力

応用力・高い
議論能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

-13-



-14-



研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

化学の専門知識及びその応用能力を有し、
分野を越えた問題にも対処できる解決能力ならびに
世界の科学的発展に寄与できる力を修得した人材

修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

反応有機化学演習Ⅱ

物性物理化学演習Ⅱ
構造無機化学演習Ⅱ
計測分離化学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

反応有機化学演習Ⅰ

物性物理化学演習Ⅰ
構造無機化学演習Ⅰ
計測分離化学演習Ⅰ

選択科目
各１～２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

計測化学特論
電気化学
量子化学
化学計測学
分光化学
分子反応化学
界面物性科学
分子合成化学
複素環化学
超分子化学
有機物理化学
実務体験実習
学外特別講義

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 化学ユニット の履修プロセス概念図

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

プレゼンテー
ション能力

応用力・高い
議論能力

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地層科学演習Ⅱ
地球物質科学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地層科学演習Ⅰ
地球物質科学演習Ⅰ

選択科目
各１～２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

古環境復元論
古環境変動論
変形構造解析論
変成岩解析論
鉱物学特論
津波堆積学
岩石磁気学
鳥類生態学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 地球学ユニット の履修プロセス概念図

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

生体生物学演習Ⅱ
進化生物学演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

生体生物学演習Ⅰ
進化生物学演習Ⅰ

選択科目
各１～２単位
（１２単位以上選択）

研究者倫理特別講義（CITI-Japan&講義）
２単位（必修）

先端科学特別講義B
２単位（必修）

特別研究
６単位（必修）

研究者倫理特別講義（CITI-Japan&講義）
２単位（必修）

先端科学特別講義B
２単位（必修）

発生学
遺伝子情報学
情報生理学
植物進化学
先端バイオテクノロジーゼミ

系統発生学
進化人類学
植物病理学
鳥類生態学
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 生物学ユニット の履修プロセス概念図

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力 プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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研究科共通科目
他分野・他専攻等の授業科目

1. 十分な基礎学力と論理的な思考力をもっている人
2. 自然界の不思議に好奇心を抱く人
3. 未知の自然科学領域への強い探求心をもつ感受性豊かな人
4. ひたすら真理に迫ろうとする研究者を目指す人から，修得した専門性を生かして高度専門職業人として社会へ羽ばたこうとする人

地球表層部における，地圏，水圏，気圏および生物圏の諸現象と
各圏の相互作用，それらを支配する法則と地球システムを解明する

ために必要な知識や研究方法論を修得した人材
修士（理学） 学位授与

指導教員の決定
・組織的な教育研究体制

1年次

2年次

演習Ⅱ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地球システム解析演習Ⅱ
生態システム解析演習Ⅱ

計３０単位以上を修得

演習Ⅰ
４単位（必修）
（下記より１つ選択）

地球システム解析演習Ⅰ
生態システム解析演習Ⅰ

選択科目
各１～２単位
（１２単位以上選択）

特別研究
６単位（必修）

環境計測学
堆積学特論
大気陸面相互作用論
根圏生態学
地域環境学
水生生物生態学
化学生態学
集水域システム論
鳥類生態学
深部地下圏微生物論
実務体験実習
学外特別講義

・研究手法
・論文作成法
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

・複数教員による指導

の修得

授業科目履修・研究指導 学位論文作成
論文審査

・複数の審査員
・専門家による審査＝質の保証
・早期からの計画的研究指導
による質の担保

最終試験の合格

理学専攻 理科学分野 物質循環学ユニット の履修プロセス概念図

研究遂行の
基本的能力

情報収集・
分析能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力

実践能力

専門知識の
修得

情報収集能力

世界の科学的
発展に寄与
できる力 プレゼンテー

ション能力
応用力・高い
議論能力

審査委員の決定

論文審査

論文作成

論文発表会

学位論文の提出
論文要旨の提出

論文題目の決定

研究者倫理特別講義
２単位（必修）

先端科学特別講義AまたはB
２単位（必修）

広範な知見

高度な基礎
的知識

深い専門的
知識
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研究テーマに関する
学外研究発表活動

研究者倫理特別講義
2単位（必修）

演習4単位（必修）
特別実験8単位（必修）

1.大学等において能動的に学び，一般教養及び専門分野の基礎学力を身に付けている人
2.健康・医療・福祉・創薬分野の基礎的あるいは応用的研究に高い意欲をもって取り組む人
3.科学技術を担う研究者あるいは高度専門職業人として社会をリードするとともに，その技術と知識を持って国際社
会に貢献する意欲を持つ人
4.科学技術の発展が社会にもたらす影響について十分に考え，社会及び自然環境に配慮したものづくりを目指す人

・健康・福祉・医療・創薬分野の研究者・技術者として科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観
・環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える健康・福祉・医療・創薬分野の高度な専門知識と実践的技術力
・さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力とグローバルな情報発信能力
・深い専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説明できる批判的思考力
以上の能力を有する人材

『修士（医工学）』 学位授与

指導教員の決定

最終試験の合格

３０単位以上を修得

研究課題の決定

1年次

2年次
研究分野
の専門的
知識

論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

研究者としての
倫理観の醸成

・透明な審査体制
公開による開催

論文審査

・質の担保
早期から計画的研究指導

・質の保証

・透明な審査体制
主査１名、副査２名以上

・組織的な教育研究体制
・質の担保

複数研究分野教員に
よる補助指導

修士論文の保管
附属図書館

研究手法の修得・論文執筆
複数教員による指導

論文題目決定

学位論文作成・
論文審査

授業科目・研究指導

総合理工学研究科生命医工学専攻（生体医工学分野）
履修プロセス概念図

思考や妥
当性の説
明・批判的
思考力

科学・技術
発展の見
解・倫理観

研究・開発
能力

生体医工学特論 2単位（必修）
ほか

専門的知識・能力

情報発信
能力

情報収集・
分析能力

講義科目
(研究科共通科目及び専攻共通
科目(必修)各2単位)
(分野専門科目(必修)2単位，
分野専門科目(選択)2単位以上）

専門科目

研究科共通科目

研究進捗状況に関する
中間発表会医療倫理学・社会医工学

2単位（必修）
工学基礎，生物学基礎

生命医工学の基本的知識

基礎科目

行政・企業インターンシップ研修
2～6単位

実践教育による専門的知識

応用科目

専攻共通科目
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■山岳科学教育プログラム（理学専攻）修了要件

◇山岳科学教育プログラム講義科目群

信州大学開講科目

講義科目名

山岳科学連携講義Ⅰ

山岳科学連携講義Ⅱ

山岳科学連携講義Ⅲ

山岳科学連携講義Ⅳ

山岳科学連携講義Ⅴ

山岳科学連携講義Ⅵ

山岳科学連携演習Ⅰ

山岳科学連携演習Ⅱ

山岳科学連携演習Ⅲ

山岳科学連携演習Ⅳ

山岳科学連携演習Ⅴ

山岳科学連携演習Ⅵ

 　プログラムに参加を希望をする場合，別途申請が必要です。

また，他大学で開講する科目を受講する際には別途手続きが必要です。詳細は学務グループへ問い合わせてください。

鳥類生態学 2

1理 深部地下圏微生物論

工 サスティナブル建築設計学 2

1工 建築史学特論 2

1

1理

1

人
間
圏
科
目
群

農 環境共生学特論 2

1農 地域環境計画学特論 2

1

植物資源生産学特論Ⅰ 2

1

農 生物・食資源生産学特論 2

1農

科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数

1

連携大学受講科目理 化学生態学 2

開講専攻等 単位数

2

1

理 地域環境学 2

他
大
学
開
講
科
目

1理 根圏生態学 2

理 植物病理学 2

理 遺伝子情報学 2

理 集水域システム論 2

理 進化人類学 2

理 情報生理学 2

理 大気陸面相互作用論 2

理 系統発生学 2

理 堆積学特論 2

農 生産環境システム学特論Ⅰ 2

理 環境計測学 2

農 植物資源生産学特論Ⅱ 2

理 植物進化学 2

農 菌類共生科学特論 2

理 津波堆積学 2

理 岩石磁気学 2

2

山岳フィールド実習A 1 理 古環境変動論 2

変成岩解析論 2

農 木材理学特論 2 理 鉱物学特論 2

山岳フィールド実習B 1 理 変形構造解析論 2

農 森林生態学特論 2 理

生
物
圏
科
目
群

　平成30年度より開始される山岳科学を研究テーマとする教育プログラムです。山岳科学は山岳環境の様々な要因に
よる変化と人間の営みとの関係を総合的に探求し，山岳環境と人間生活の持続可能な関係を確立する学問領域です。
山岳環境問題を生物圏・地球圏・人間圏から捉え，実際的かつ臨床的に対処し，問題解決を成し遂げる人材を養成し
ます。連携4大学の講義及び指導を受けることができ，多様なフィールドステーションでの実習・研究活動に参加でき
ます。修了時には，修士の学位に加え，修了証が授与されます。

(1)専攻の修了要件を満たし，山岳科学教育科目の「山岳科学概論 A」，「山岳科学概論 B」，「山岳フィール
ド実習 A」及び「山岳フィールド実習 B」の 4単位，並びに山岳科学に関する科目群より４単位以上（生物
圏，地球圏，人間圏から２つ以上の群を含む。）を含め，計 34 単位以上を修得すること。
　ただし，ユニット科目で修得した単位のうち，２科目４単位まで，プログラムの修了要件に含むことができ
るものとする。
(2)プログラムを履修している期間に開催される山岳科学学術集会に毎年参加し，発表を行うこと。
(3)提出された修士論文が山岳科学に関するものであると認められること。

科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数 科目群 開講専攻等 講義科目名 単位数

必
　
修

4大学
共同開講

山岳科学概論A 1

地
球
圏
科
目
群

農 山地保全学特論 2

山岳科学概論B 1 理 古環境復元論

  4.  山岳科学教育プログラム ( 筑波大，静岡大，山梨大との連携教育プログラム )                                

                                      
                                      



  5．学生生活                                      
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(５) 各種証明書等の申込み

(６) 学⽣相談について

　　　学⽣⽣活のなかで起こる様々な問題や悩み（例えば、学業の問題、⾃分の性格や対⼈関係、⼼⾝の健康、これ
　　からの⾃分の進路等）などについて、解決のための指導・助⾔を⾏っていますので、総合健康安全センター、学⽣相
　　談センターや理学部学務グループ、どこでも構いませんので、相談しやすいところへ気軽に相談してください。
　　　修学上の問題であれば、まずは各学科・コースの学年担当教員・学⽣委員に相談しましょう。

(７)　諸⼿続き・注意事項など

　① 休⽇等の実験・実習について
　　　　⼟曜⽇、⽇曜⽇、祝休⽇及び平⽇の午後９時過ぎに実験・実習のため、校舎内に残らなければならない場合は、
      前⽇までに担当教員の許可を得てください。

　② 講義室の使⽤について
　　　　授業以外で講義室の使⽤を希望する場合には、「講義室使⽤申込書」を理学部学務グループで受け取り、使⽤
　　　責任者の教員の許可を得たうえで、理学部学務グループへ提出してください。使⽤後は、照明・エアコン・換気扇・
　　　機器等の電源を切り、⼾締り等に⼗分注意してください。
　　　　なお、サークル等での使⽤は許可しません。

　③ 登⼭届
　　　　登⼭をする場合は、必ず出発⽇の前⽇までに所定の届出書と計画書を学⽣総合⽀援センターへ提出してくださ
　　　い。登⼭以外の⾏事で危険が予想される計画を⽴てる場合は、事前に理学部学務グループに相談してください。

　④ 住所等変更届
　　　　学⽣本⼈・・帰省先の住所・電話番号等が変更になった場合は、すみやかに「信州⼤学キャンパス情報システム」
　　　の「ユーザー情報」で登録情報の確認・修正を⾏ってください。　　

　　　　　　※保証⼈やその住所が変更となった場合には、理学部学務グループへ申し出てください。

　⑤ 改姓届
　　　　改姓した場合は理学部学務グループへ申し出て、改姓届を提出してください。

その他証明書
理学部学務グループへ直接問い合わせてください。なお、証明書の交
付は申し込みから３⽇程度かかる場合があります。（英⽂、その他の
場合は２週間前後⽇数を要する場合があります。）

共通教育第１講義棟南校舎１階（共通教育窓⼝・学⽣総合⽀
援センターのあるフロア）に設置されている証明書発⾏機を利⽤して
ください。

稼働時間︓　⽉曜⽇から⾦曜⽇の8:30〜17:15
（※⼟⽇祝⽇は利⽤できません。）

成績証明書
在学証明書

修了・卒業⾒込証明書
旅客運賃割引証（学割証）

健康診断証明書
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　⑥ 海外渡航届
　　　　夏休み等の海外旅⾏・海外の学会出席等、⽇本を離れる場合は、出発する⽇の２週間前までにACSUに
　　　ログインし「海外渡航届」を選択してオンライン提出してください。
　　　　※　事前に渡航先の安全性についても配慮してください。
　　　　　外務省海外安全ホームページ　https://www.anzen.mofa.go.jp/

　⑦ 忘れ物・落し物
　　　　理学部内の忘れ物や落し物は学務グループ（A棟1F）、北⽀援室（C棟2F）、南⽀援室（A棟2F）に
　　　届けられます。

(８)　学⽣関係委員会・事務部⾨

　① 学⽣関係委員会
　　　　学⽣⽣活をサポートするため、以下の委員会が組織されています。
　　　【学⽣委員会】
 　　　　・　学⽣⽣活に係ることを審議する。
 　　　　・　留学⽣が⽇本で有意義な学⽣⽣活を送ることが出来るように、奨学⾦の選考などを審議する。
　　　【教務委員会】
　　　　　 授業カリキュラム、時間割編成、成績評価等について審議する。
　　　【進路⽀援委員会】
　　　　　 就職指導の企画、就職情報の収集・提供、企業への広報等を審議し、学⽣の就職⽀援を⾏う。

　② 事務部⾨
         理学部Ａ棟１階に学務グループ、総務グループがあり、以下のとおり学⽣の皆さんに関する業務を
      担当しています。
　　　【学務グループ】
          ・　学⽣の⾝分異動（休学、復学、退学、転専攻等）の⼿続き
          ・　学業成績の管理／授業の履修⼿続き
          ・　各種証明書（修了・卒業証明書、単位修得証明書等）発⾏
          ・　教育職員免許状申請⼿続き
          ・　就職、進学等の情報の提供
          ・　講義室の利⽤申込み
          ・　学⽣への掲⽰
          ・　その他学⽣⽣活に関しての相談窓⼝
　　　【総務グループ（庶務）】
          ・　郵便物等の受領
　　　【総務グループ（会計）】
          ・　⼊学料・授業料等の取り扱い窓⼝
          ・　授業料預貯⾦⼝座⾃動振替・⾃動払込利⽤⼿続き
          ・　実験装置等の物品管理
          ・　建物の維持管理（電気、ガス、⽔道を含む。）
          ・　理学部ゴミ処理場所の管理、清掃⽤具の保管
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  6．研究計画の作成 ・ 記録について（研究指導計画 ・ 報告書）                                      
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ッ
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員
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翌
年

度
の

研
究

（
指

導
）

計
画

の
提

出
時

，
最

終
年

度
は

論
文

提
出

時
に

提
出

しま
す

。 

学
生

 
記

入
 

教
員

 
記
入

 

（
別
紙
様
式
）

 

・
在
学
期
間
中
，
累
積
し
て
記
載
す
る
。
 

・
研
究
（
指
導
）
計
画
及
び
研
究
（
指
導
）
実

施
経
過
報
告
を
，
学
生
が
記
載
後
，
指
導
教
員
が
面
談
等
で
確
認
し
，
学
生
の
取
組
み
状

況
，
指
導
内
容
，
指
導
計
画
の
変
更
等
を
主
指
導
教
員
が
記
載
す
る
。
 

・
面
談
等
は
電
話
・
S
k
y
p
e
等
の

W
E
B
会
議
・

メ
ー
ル
等
に
よ
る
も
の
で
も
可
と
す
る
。
 

・
研
究
指
導
計
画

書
・
報
告
書

は
各
年
度
の
開
始
時
か
ら
作
成
し
，
初
年
度
は
年
度
当
初
に
履
修
計
画
の
申
請
と
と
も
に
，
翌
年
度
以
降

は
前
年
度
報
告

と
と
も
に
研
究
（
指
導
）
計
画
を
，
翌
年
度
の
計
画
書
提
出
時
に
指
定
の
提
出
先
に
提
出
す
る
（
最
終
年
次
は
学
位
論

文
提
出
時
に
提
出
す
る
）
。
 

・
休
学
の
場
合
は
復
学
後
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
，
休
学
中
は
提
出
不
要
と
す
る
。
 

・
長
期
履
修
，
休
学
な
ど
に
よ
り
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
適
宜
追
加
す
る
。
 

・
博
士
課
程
の
総
合
理
工
学
専
攻
及
び
生
命
医
工
学
専
攻

3
年
制
コ
ー
ス
は
，
研
究
計
画
・
報
告
の
中
で
，
研
究
倫
理
教
育
「
e
A
P
R
I
N
」

の
受
講
に
つ
い

て
必
ず
記
載
す
る
。
 

※
副
指
導
教
員
に

つ
い
て
：
 

理
学
部
に
お

い
て
博
士
課
程
は
必
須
，
修
士
課
程
は
（
学
科
コ
ー
ス
等
の
方
針
に
従
っ
て
）
任
意
で
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
，
副
指

導
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
，
学
生
と
主
指
導
教
員
の
や
り
取
り
は
副
指
導
教
員
も
情
報
共
有
す
る
。
 

 《
そ
の
他
研
究
計

画
記
載
例
》
 

・
〇
〇
年
〇
月
の
修
了
を
目
指
し
，
研
究
遂
行
及
び
学
位
論
文
の
作
成
に
か
か
る
研
究
指
導
を
受
け
る
。【

早
期
修
了
・
長
期
履
修
・
留
学
・

ダ
ブ
ル
・
デ
ィ

グ
リ
ー
等
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
。
】
 

・
定
期
的
に
研
究

室
の
ゼ
ミ
を
受
講
し
，
論
文
輪
読
や
研
究
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
発
表
会
に
お
い
て
，
研
究
分
野
や
関
連
す
る
分
野
に

関
す
る
知
識
の
習
得
を
す
る
と
と
も
に
，
研
究
遂
行
上
の
助
言
，
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
助
言
，
指
導
等
を
受
け
る
。
 

・
中
間
発
表
に
お

い
て
そ
の
時
点
ま
で
の
研
究
内
容
の
ま
と
め
を
発
表
し
，
主
指
導
教
員
以
外
の
教
員
か
ら
の
助
言
を
参
考
に
研
究
内
容

の
再
点
検
，
振

返
り
を
す
る
。
 

・
研
究
成
果
を
学
外
の
学
会
等
で
発
表
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
，
幅
広
い
研
究
者
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
，
研
究
の
完
成
度

を
高
め
る
方
法

に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
。
 

・
研
究
成
果
を
ま
と
め
学
術
雑
誌
に
お
い
て
発
表
す
る
た
め
，
論
文
の
内
容
だ
け
で
な
く
，
投
稿
論
文
の
作
成
，
投
稿
，
査
読
者
と
の
対

応
な
ど
，
論
文

掲
載
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
適
宜
指
導
を
受
け
る
。
 

・
主
指
導
教
員
の

担
当
授
業
の

T
A
，
研
究
の

R
A
へ
参
加
し
，
自
己
の
研
究
遂
行
だ
け
で
な
く
，
学
生
の
指
導
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
高
め
る
。
 

主 指 導 教 員 の 確 認

面
談
日
：
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

面
談
日
：
 
 
年
 
 
月
 

 
日
 

コ
メ
ン
ト
 

・
年
間
の
関
連
学
会
参
加
先
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
 

・
予
定
す
る
論
文
投
稿
先
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
 

   

コ
メ
ン
ト
 

・
研
究
計
画
の
修
正
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。
 

・
投
稿
論
文
の
作
成
，
投
稿
，
査
読
者
と
の
対
応
な
ど
，
論

文
掲
載
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。
 

 



  6．研究計画の作成 ・ 記録について（研究指導計画 ・ 報告書）                                      
                                      
  7．  修士論文関係様式等                                      
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 Request made on (YYYY/MM/DD) 

                                                             
 

 
To: Dean, Graduate School of Science and Technology 

 
 

 
Year of Admission 
                                                                

 
 

  
Graduate School of Science and Technology Department Division 
 

  
Student ID  
 

  
Student Name 
 

                                                                  
Student Name (in alphabet) 
 

  
Date of Birth YYYY/MM/DD                                          

 
 
 
 

 
Request for Master’s Dissertation or Selected Topical Research Evaluation 

 
 

 
 
In compliance with the rules and regulations of Shinshu University, Article 4, I hereby request a Master’s Dissertation or Selected Topical 

Research Evaluation to receive a Master’s Degree in                   . The dissertation title is stated below. 
 

 
 

 
 

 
Title 
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.  
 

 
 

 

 

 

 
 

 
28  
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・下記リンク集から関係する規則・規程等を確認できます
・以下のサイトの「規則一覧」で、規則名を「題名検索」で検索して閲覧することもできます

国立大学法人 信州大学規則集

規則・規程
信州大学大学院学則

信州大学学位規程

信州大学大学院総合理工学研究科規程

信州大学授業料等に関する規程

信州大学入学料，授業料及び寄宿料の免除等に関する規程

信州大学学生生活に関する通則

信州大学における掲示に関する規程

信州大学附属図書館利用規程

学生の懲戒に関する規程・ガイドライン

学籍上の氏名及び性別に関する取扱要項

8-1．総合理工学研究科　関係規則 ・ 規程集

https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000057.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000058.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000954.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000230.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110001260.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000239.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000071.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000828.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110000234.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/regulations/act/110001203.html


  8-2.　早期修了（理学専攻）                                      
                                      



  8-2.　早期修了（生命医工学専攻）                                      
                                      



  8-3．転専攻（総合理工学研究科） 、 転分野（理学専攻）                                      
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  8-4．長期履修学生制度の取扱要項（総合理工学研究科）                                     
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17 
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  8-5．他の大学院等における研究指導に関する取扱要項                                     
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　8-6．交流協定に基づく留学に伴う教育課程の計画的特例履修                                      
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